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P136a ALMAを用いた大マゼラン雲における分子雲高分解能観測 2 : 銀河系内
天体との比較
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大マゼラン雲 (LMC)は現在においても散開星団より大規模な Populous Clusterが形成されており、我々の銀
河と比較してその星形成の描像にいくつか違いが見られる。従って、銀河系/LMC双方において、母体となる分
子雲の物理状態を比較し、共通点/相違点を見いだす事は星形成の条件等を探る上で重要となる。我々はALMA
を用いて LMCの巨大分子雲に対する観測を推進しており (西合他, 森岡他 本年会)、銀河系分子雲の広域観測と
比較できるデータが揃いつつある。我々はまずケーススタディとして、12CO, 13CO, C18O (2–1)等のデータを用
いて、LMCにおいて最も活発な星形成領域の 1つであるN159W (Fukui et al. 2015)をOrionA (Nisimura et al.
2015)とMini-starburst領域とも呼ばれるW43 (Carlhoff et al. 2013)と比較した。N159Wで見られる 10 pc規
模の特徴的な filamentは、OrionAに見られる Integral-shaped filamentと 12CO, 13COで輝線強度や構造が酷似
しており、両者において filament状分子雲が星形成に重要な役割を果たしているという共通点が確認できた。そ
の一方で、N159Wクランプの virial mass等との比較より求めた C18OのH2分子に対する abundanceは∼10−9

となり、銀河系分子雲よりも 20倍程度低いことが分かった。この abundanceを用いて各領域のC18Oより求めた
H2柱密度の大きさを比較すると、N159W-North>W43>N159W-South>OrionAの順になっており、その高密度
ガスの量からN159W-NorthはW43領域を凌駕するような大規模な星団領域に成長することが予想される。


